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富山県のスギ幼齢林における中大型哺乳類の種構成, 出現様式および加害行動を明ら

かにするため, 県内 19 箇所に自動撮影カメラを設置して調査を行った。最も撮影頻度が

高かったのはニホンジカで, 全出現種の撮影頻度合計の約半分を占めた。次いで, ニホン

カモシカ, ニホンノウサギ, イノシシ, ニホンザルの順に撮影頻度が高く, これら上位5種
で全種撮影頻度合計の 95％以上を占めた。スギ幼齢林における中大型哺乳類の種構成は

地域間で異なり, 県東部および中部ではニホンジカが全体の約半分を占めていた。一方で, 
県西部ではニホンジカの割合が低く, ニホンノウサギの撮影頻度が高かった。出現様式は

種によって異なり, ニホンジカは夏から秋の薄明薄暮, ニホンノウサギは冬季の夜間, イ
ノシシは春から秋の薄明薄暮に多く撮影された。ニホンザルは春季および夏季の日中に多

く撮影された。 一方で, ニホンカモシカは春から秋にかけて多く撮影されたものの, 日周

活動性には明瞭な傾向は認められなかった。スギに対する加害行動として, ニホンジカに

よる樹皮剥皮, ならびにニホンカモシカおよびニホンノウサギによる枝葉採食が確認さ

れた。本研究は, スギ幼齢林における主要な中大型哺乳類種の出現および加害様式を明ら

かにし, 効率的な植栽木の保護や個体群管理に関する林業被害軽減に向けた基礎的知見

を提供した。 
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1. はじめに

我が国では, 戦後の拡大造林によって造成さ

れたスギ・ヒノキなどの人工林が主伐期を迎え, 
主伐後の再造林が進められている（林野庁 2025）。
しかし, 伐採後に再造林が実施される割合は高

くはなく, その要因として, 再造林初期段階にお

けるコスト増大や林業従事者の高齢化に伴う人

手不足が挙げられる（林野庁 2025）。こうした中

で, 国内の野生鳥獣による森林被害は年間約

5000 haに及び（林野庁 2025）, 特に植栽後10年
以内の幼齢林分における中大型哺乳類による被

害が顕著とされる（片平 2018）。管理コストを要

する幼齢林分で獣害が発生し, さらなるコスト

が生じることは, 林業経営者の意欲を低下させ, 
再造林の停滞を助長しかねない。持続的な林業経

営を実現するためには, 幼齢林分の獣害リスク

を効率的に低減することが重要である。 
獣害リスクを効率的に軽減するためには, 対

象種に応じた対策を講じることが重要である（農

水省 2023；小池 2024）。ニホンジカでは, 樹皮剥

皮や角擦りによる被害が報告されており, チュ

ーブやネット等による幹の保護が有効とされる

（古澤・千葉 2024；小池 2024）。ニホンノウサ

ギは幼齢木の主軸を切断して成長を阻害するた

め, 頂端部を含めた単木保護が有効とされる（小

池 2024）。イノシシは掘り起こし行動によって樹

木の根系を摂食・損傷させることがあり, このよ

うな場合には, 防護柵の設置により侵入そのも

のを防止する対策が重要である（松浦 2022；農

水省 2023）。さらに, 個体数調整によって食害圧

そのものを低減させることも有効とされるが, 
罠の種類や狩猟技術は対象によって異なる（農水
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省 2023）。したがって, 獣害対策を行うには, 地
域や環境ごとに, 出現する動物種, その頻度, お
よび被害内容といった知見が求められる。 
獣害リスクは対策によってある程度軽減でき

るが, 高いコストを要することに加えて,  積雪

や法規制等により実施できない時期が存在する。

限られた条件下で効率的に被害を軽減させるに

は, 加害動物の出現パターンを把握して, 対策時

期を絞り込むことが重要である。例えば, ニホン

ジカは夏から秋の間の薄明薄暮に出現頻度が高

く（高橋ら 2012；浅利・熊谷 2021）, ニホンノ

ウサギは夜間に活動性が高まることが報告され

ている（小谷ら 2016；Suzuki et al. 2024）。一方で, 
場所ごとの餌資源の利用可能性や競合相手の存

在, 人為的干渉の程度に応じて, 出現季節や昼夜

の活動頻度が変動することも指摘されている（渡

部ら 2019；千代島ら 2023；Mori et al. 2025）。ス

ギ幼齢林は天然林とは異なる開放性や人的管理

が加わった独自の環境であるため, 動物の出現

様式が異なる可能性があるが, その実態を定量

的に評価した研究は限られている。 
富山県では, 優良無花粉スギ「立山 森の輝き」

の苗木による再造林をスギ花粉発生源対策の中

核と位置づけている（斎藤・図子 2018）。しかし, 
再造林が進められる過程で, 苗木に対して獣害

が頻発した場合, 林業生産コストの増大や森林

所有者の経営意欲の低下を招き, スギ花粉発生

源対策だけでなく県内林業にも大きな打撃とな

る。日本各地で深刻な林業被害を引き起こしてい

るニホンジカは, 富山県では比較的少ないとさ

れてきたものの, 近年は個体数の増加傾向にあ

り（富山県 2022）, 枝葉採食や剥皮被害の拡大が

懸念されている。また, イノシシによる掘り起こ

し行動も確認されており（松浦 2022）, 再造林を

進める上で獣害は無視できない状況にある。 
本研究では, 富山県のスギ幼齢林を対象に, 中

大型哺乳類の種構成, 出現様式および加害行動

の解明を目的とした。県内の複数のスギ幼齢林に

自動撮影カメラを設置し, 出現する中大型哺乳

類を記録することで, （1）スギ幼齢林における中

大型哺乳類の種構成および頻度, （2）出現頻度の

高い種における季節的および日周的な活動パタ

ーン, （3）スギに対して被害を及ぼす種およびそ

の加害様式を明らかにした。結果を踏まえ, 獣害

リスク軽減に向けた効率的な対策を考察すると

ともに, 今後の課題についても検討した。 

2. 材料と方法

2.1 調査地

富山県のスギ幼齢林19箇所を調査地とした（図

-1）。各調査地点の植栽密度は1 haあたり2000本で, 
植栽事業面積は 0.2～1.6 ha であった。調査地点は, 
開始時点で植栽後1～7年の幼齢林分を対象とした

（表-1）。1地点（小二又）のみ有花粉スギ植栽地で

あり, その他 18 地点はいずれも無花粉スギ植栽地

であった。 
各調査地点は地理的条件に基づき, 北東部, 南東

部, 中部, 南西部, 北西部の 5 地域に区分した（表-
1, 図-1）。地域境界は主要河川および地形を基準と

し, 北西部と南西部の境界は小矢部川河口から天

田峠を結ぶ線, 南西部と中部の境界は庄川, 中部と

南東部の境界は神通川, 南東部と北東部の境界は

片貝川とした（図-1）。 

2.2 カメラの設置 

各調査地点に, 赤外線センサー付き自動撮影カ

メラ（TREL 社製 18J-D；以下, カメラ）を1 台ず

つ設置した。設置期間は地点ごとに異なるが, いず

れも2020～2024年の間である（表-1）。カメラは単

管パイプまたは立木の樹幹にバンドまたは針金で

固定し, 冬期間の埋雪を避けるため, 単管パイプで

は地上約 3m, 立木では約 2m の高さに設置した。

撮影範囲全体に植栽木が入るように配置し, 縁辺

部は避けた。撮影は動画モードVGAで20秒, 撮影

間隔は最短60秒とした。調査期間中は3～5か月間

隔で現地を訪れ, 画像データの回収, 電池交換およ

びカメラ動作確認を行った。これにより概ね高い稼

働率を維持できたが,   2023 年 11 月から 2024 年

図-1 調査対象地点の位置 
番号は, 表-1の調査地点番号と対応する。 
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11月にかけては回収間隔が約1年となったため, こ
の期間に限り地点間で電池消費状況に応じて撮影

日数のばらつきが生じた（表-1）。 
回収後, 撮影された動画を再生し, 記録された動

物種を同定した。撮影イベントごとに, 撮影日時, 
撮影種, 撮影頭数, 加害行動の有無などを記録した。

哺乳類の和名および学名は, 原則として世界哺乳

類標準和名（川田ら 2018）に準拠して記載した。

ニホンジカについては成熟度または性別の判定を

行い, 成獣雄（以下, 雄）, 成獣雌（以下, 雌）, 幼獣, 
不明の4区分に分類した。成獣と幼獣の区分は体格

および随伴する成獣の有無を基準に判別し, 成獣

については雄と雌の区分を角の有無によって判別

した。同一カメラにおいて30 分以内に同種が連続

して撮影された場合, 身体的特徴から明らかに別

個体と判断できない限り, 同一個体による撮影イ

ベントとみなした（Ohashi et al. 2013）。この際, 撮影

頭数が異なっていた場合には, 多い方の頭数を当

該イベントの撮影頭数として採用した。  
 

2.3 データの分析 

各種の撮影頭数から, カメラ1台当たりかつ稼

働日数 100 日当たりに換算した撮影頻度指数

（O’Brien et al. 2003；以下, 撮影頻度）を算出し

た。撮影頻度は（撮影頭数÷カメラの稼働日数）

×100 により計算された。撮影頻度は全地点合計, 
地域区分, および調査地点ごとに算出した。 

撮影頻度上位5種を対象として, 全調査地点の

撮影データを統合し, 季節的および日周的な活

動性に関する詳細な解析を行った。まず, 活動パ

ターンを視覚的に把握するため, 各種の撮影頭

数データについて, 月別かつ1時間区分ごとの撮

影頻度を算出し, これを基にヒートマップ図を

作成した。ヒートマップ図では, 単一種内におけ

る季節および時間帯ごとの相対的な撮影頻度の

差異を明瞭化するため, 各種について撮影頻度

を全期間通じて平均0, 標準偏差1 となるよう Z 
スコアに基づいて標準化した値をプロットした。 
季節および日周活動性に統計的に有意な偏り

が認められるかを検定するため, 各種の撮影デ

ータを以下の区分に再分類した。季節区分につい

ては, 1年間を3か月ごとに区切り, 3–5月を春, 6–
8 月を夏, 9–11 月を秋, 12–2 月を冬と定義した。

日周区分については, 日の出および日の入り時

刻が季節によって変動することを考慮し, 各撮

影日における太陽の出没時刻に基づいて, 昼, 夜, 
薄明薄暮のいずれかに区分した。薄明薄暮は, 日
の出および日の入り時刻を基準として, それぞ

れ前後 2 時間の時間帯と定義し, 1 日あたり計 8
時間とした。昼は薄明薄暮を除いた太陽が地平線

上にある時間帯, 夜はそれ以外とした。なお, 薄
明薄暮を1日8時間としたのは, この定義により

昼および夜の時間帯も年間を通じた平均では概

ね8時間程度となり, 日周区分間での撮影頭数の

表-1 調査地点の概要 

地域区分 調査地点名 図1の位置No. 標⾼ (m) 植栽年 設置⽅法 カメラ設置期間 カメラ稼働⽇数
北東部 笹川 1 48 2018 単管 2021年11⽉〜2024年5⽉ 275
北東部 ⾈⾒ 2 242 2018 単管 2020年11⽉〜2024年11⽉ 1251
北東部 下⽴滝ノ平 3 368 2015 単管 2021年11⽉〜2024年11⽉ 1036
北東部 東城屋敷 1 4 487 2019 単管 2020年11⽉〜2024年8⽉ 1286
北東部 東城屋敷 2 5 487 2019 ⽴⽊ 2020年11⽉〜2024年7⽉ 1293
北東部 東城屋敷 3 6 498 2020 単管 2021年7⽉〜2024年4⽉ 663
南東部 松倉 7 473 2016 単管 2020年11⽉〜2024年5⽉ 929
南東部 ⼩森 8 237 2020 単管 2021年11⽉〜2024年2⽉ 395
南東部 ⻄種 9 447 2019 ⽴⽊ 2022年9⽉〜2024年1⽉ 277
南東部 ⼤清⽔ 10 423 2018 単管 2021年11⽉〜2024年2⽉ 591
南東部 ⾈渡 11 515 2014 ⽴⽊ 2021年11⽉〜2023年8⽉ 264
中部 下笹原 12 132 2017 単管 2021年11⽉〜2024年11⽉ 994
中部 上笹原 13 214 2018 単管 2021年11⽉〜2024年8⽉ 855
中部 ⾼橋 14 220 2018 単管 2021年11⽉〜2024年10⽉ 873
中部 宮ヶ島 15 246 2020 単管 2021年11⽉〜2024年4⽉ 619

南⻄部 北野揚場 16 551 2018 単管 2022年11⽉〜2024年4⽉ 347
南⻄部 ⼩⼆⼜ 17 312 2020 単管 2021年9⽉〜2024年7⽉ 988
南⻄部 川⻄ 18 239 2020 単管 2022年8⽉〜2024年8⽉ 601
北⻄部 ⽮⽥部 19 70 2016 ⽴⽊ 2022年11⽉〜2023年3⽉ 126

3

富山森林研報　18（2026）



 

比較が容易になるためである。各種について, 季
節区分または日周区分ごとの撮影頭数が, 各区

分のカメラ稼働日数に基づいて算出した期待値

と有意に異なるかを, χ²検定により検討した。

χ²検定は度数データを前提としているため, 本
解析では撮影頻度ではなく撮影頭数を用いた。 
全ての解析は R version 4.5.1（R Core Team, 2025）

を用いて行い, 日毎の太陽出没時刻の計算には 
R の suncalc パッケージを使用した（Thieurmel 
and Elmarhraoui 2023）。 

 
3．結果と考察 

3.1 富山県の中大型哺乳類相 

本研究全体（全調査地点・全調査期間）では, 自
動撮影カメラは13663日間稼働し, 4目8科10種
の中大型哺乳類を1504頭撮影した（表-2）。確認

された種は, ニホンジカ, ニホンカモシカ, ニホ

ンノウサギ, イノシシ, ニホンザル, タヌキ, キ
ツネ, ニホンテン, アナグマ, ハクビシンであっ

た。最も高い撮影頻度は, ニホンジカで4.84を記

録し, 全体の 43.9%を占めた。次いで, ニホンカ

モシカ, ニホンノウサギ, イノシシ, ニホンザル

の順で撮影され, それぞれ 2.17（19.7%）, 1.94
（17.6%）, 1.02（9.3%）, 0.55（5.0%）であった。

上位 5 種で全種の撮影頻度合計の 95%以上を占

め, その他は2%未満であった（表-2）。 

富山県における個体数推定（中央値）では, イ
ノシシは 8600頭（富山県 2024）, ニホンカモシ

カは 4800 頭（富山県 2022b）, ニホンザルは 
3200 頭（富山県 2022c）, ニホンジカは 1116 頭

とされている（富山県 2022a）。また, 令和6年度

の県内の哺乳類による農作物被害額は, イノシ

シが 3371 万円と最も高く, 次いでニホンザルが 
405 万円, タヌキが 51 万円, ハクビシンが 25 万

円, ニホンジカが19万円, ニホンカモシカが5万

円とされている（富山県 2025）。これらの指標は

必ずしも富山県全体の正確な個体数を示すもの

ではないが, 本研究の結果とは大幅な差異がみ

られる。スギ幼齢林における中大型哺乳類の撮影

頻度は単に県全体の個体数だけでなく, 種の環

境選好性に基づく利用頻度にも規定されている

可能性が高い。 
ニホンジカ, ニホンカモシカ, ニホンノウサギ, 

イノシシは, 選好する地形の条件は様々だが, 森
林と草原が混在する景観を好み, 前者を隠れ場, 
後者を採食場として利用する（本田ら 2008；農

水省 2018；北川ら 2017；Suzuki et al. 2024；Takada 
et al. 2025）。スギ幼齢林は林冠が未閉鎖で下層植

生が発達した開放環境で, 周囲は閉鎖林に囲ま

れていることが多く, これらの種にとって適し

た環境であったと考えられる。 
多くの調査地点では, 林分内に急傾斜地が含

まれており（各調査林分の最大斜度：23.4 ± 
7.4°）, 比較的起伏の大きい地形条件であった。

このような環境は, 急傾斜地を好むニホンカモ

シカおよびニホンノウサギにとって利用適性が

高く（Suzuki et al. 2024；Takada et al. 2025）, 撮影

頻度が高かった一因と考えられる。一方で, 緩傾

斜地を好むニホンジカやイノシシにとっては, 
必ずしも好適な環境とはいえない（Seki and 
Hayama 2021；後藤・小池 2021）。しかし, ニホン

ジカは急傾斜地にも出現できる事例も報告され

ており（Mori et al. 2025）, こうした生息環境利用

の幅の広さが, 本研究における高い撮影頻度に

つながった可能性がある。これに対し, イノシシ

は傾斜の大きい場所では出現頻度や掘り起こし

行動が低下することが報告されている（後藤・小

池 2021；松浦 2022）。したがって, イノシシは推

定個体数が多いにも関わらず, 地形条件により

スギ幼齢林の利用が制限された可能性がある。 
ニホンザルは主に落葉広葉樹林を生息地とす

るが, 採食場として農地や果樹園も利用する（農

水省 2018）。無花粉スギによる再造林は，花粉症

対策事業の一環として行われていることから，人

里近くに位置することが多く, 森林から採食場

への移動経路として利用された結果, 一定数が

撮影された可能性がある。 
 

3.2 地域別の中大型哺乳類相 
図-2 は, 各調査地点における中大型哺乳類の

撮影頻度と地域区分ごとの構成割合を示す。北東

表-2 各中大型哺乳類種の撮影状況 

種 撮影頭数 ％ 撮影頻度

ニホンジカ 661 43.9 4.84

ニホンカモシカ 296 19.7 2.17

二ホンノウサギ 265 17.6 1.94

イノシシ 140 9.3 1.02

ニホンザル 75 5.0 0.55

タヌキ 28 1.9 0.20

キツネ 25 1.7 0.18

ニホンテン 8 0.5 0.06

アナグマ 5 0.3 0.04

ハクビシン 1 0.1 0.01

4



 

部および南東部では, ニホンジカ, ニホンカモ

シカ, ニホンノウサギ, イノシシ, ニホンザル

の5 種が全体の約8 割を占め, 比較的類似した

種構成を示した。一方, 中部ではニホンジカが全

体の半数以上を占め, 残りをニホンカモシカ,ニ

ホンノウサギ, イノシシが占める構成であった。

南西部では, ニホンジカとニホンカモシカの割

合が低く, ニホンノウサギの割合が相対的に高

かった。北西部ではニホンノウサギが大部分を占

め, 他にはニホンカモシカ, タヌキ, ニホンテ

ンなどが確認された。スギ幼齢林における中大型

哺乳類の種構成は地域間で明瞭に異なっていた。 

ニホンジカが県東部および中部で多く撮影さ

れた理由は, 外部からの侵入状況と定着しやす

い環境条件によると考えられる。本種は富山県に

おいて生息数は少なかったが, 県境部では近隣

県からの流入が進み, 特に県東部では新潟県側

からの侵入が顕著であることが報告されている

（Eva and Yamazaki 2019）。さらに, 県中部の個体

群は, 過去に家畜として飼養されていた南方系

統のシカが逸出し定着した可能性も指摘されて

いる（Yamazaki et al. 2018）。県東部および中部の

低標高地は, 県内でも積雪量が少なく（相浦ら 

2018）, ニホンジカの生息に適した環境条件にあ

る（Takatsuki 1992）。これらの要因により, 両地域

では個体数が増加し, 生息密度が高くなったと

考えられる。実際, これらの地域ではニホンジカ

の捕獲数が多く（富山県自然保護課 未発表）, 本

研究で得られた相対的に高い撮影頻度も, この

生息密度の上昇を反映した結果と解釈できる。 

ニホンカモシカの撮影頻度は, 二番目に高く, 

ほぼ全ての地点で確認された。これは本種が富山

県に古くから広く分布する県内在来種であるた

めと考えられる。一方, ニホンジカとニホンカモ

シカは生態的ニッチが重複しており, ニホンジ

カの個体数増加に伴いニホンカモシカの個体数

が減少する可能性が指摘されている（Takada and 
Nakamura 2023; Takada 2025）。富山県でもニホン

ジカの個体数は増加しており, ニホンカモシカ

個体群への影響が懸念される（松浦・中島 2022）。

本研究でも, ニホンジカの撮影頻度が高かった

宮ケ島および西種（撮影頻度＞10）では, ニホン

カモシカの撮影頻度が相対的に低い傾向があっ

た。これは両種間に競合関係があることを示唆し

ているが, その因果関係については今後の詳細

な解析で検討する必要がある。 

本研究では中大型哺乳類の地域毎の傾向を明

らかにしたが, 以下の二点に留意する必要があ

る。一つ目に, 地域区分間でのカメラの設置期間

の差異が種構成の違いに影響している可能性が

ある（表-1）。特に北西部では, 冬季にニホンノ

ウサギの記録が多かったが, これはカメラが冬

から春に限定して稼働していたためであり（表-
1）, 地域特性を反映しているわけではない。一

方で, 他地域では少なくとも 1 年間は全ての季

節を網羅して撮影されており, 特定季節への偏

図-2 各調査地点における各中大型哺乳類種の撮影頻度および地域区分別の種構成割合 
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りは比較的小さい。しかし, 設置や回収時期の違

いにより, 一部の年では全季節が網羅されてお

らず, 季節的バイアスの影響は否定できない。 

二つ目に, 同一地域区分であっても調査地点

間における種構成の差異は大きく, 地域区分で

一括して評価する妥当性については慎重な検討

が必要である。例えば, 南東部では西種のみニホ

ンジカが全体の50%以上を占め, 他サイトでは中

程度か少ない傾向にあった。また, イノシシやニ

ホンザルは, 地域にかかわらず特定の地点での

み出現する傾向が強かった。これらのことから, 

幼齢林の中大型哺乳類の種構成を評価する際は,

地域の大まかな傾向を把握しつつ, 地形や景観, 

土地利用など 林分固有の環境要因も併せて考慮

する必要がある。 

 

3.3 ニホンジカにおける成熟度・性別構成 

表-3 は, ニホンジカの撮影データを雄, 雌, 幼
獣, 不明の区分で示している。最も高い撮影頻度

は雌で2.49となり, ニホンジカ全体の51.4%を占

めていた。次いで雄は1.76（36.3%）, 幼獣は0.24
（5.0%）であった。不明の撮影頻度は0.35（7.3%）

であった。 
撮影頻度が雌に偏った理由としては, 個体群

全体の性比と生息地利用の性差のいずれかを反

映した可能性が考えられる。一般的に, 分布拡大

初期の個体群では雄に偏った性比を示し, 定着

が進行するにつれて雌の割合が高くなることが

知られている（浅田 2013；出口・村山 2016）。出
口・村山（2016）は, 撮影頻度が17の段階では雄

が 56.8%, 雌が 38.0%であったのに対し, 撮影頻

度が 34 の段階では雄が 35.3%, 雌が 55.6%とな

り, 性比が逆転したことを報告している。本研究

におけるニホンジカの撮影頻度は約5と, 雌が優

占するとされる撮影頻度と比べて著しく低い値

であり, 個体群は雌が優占する段階には達して

いないと考えられる。したがって, 本研究で認め

られた雌に偏った撮影頻度は, 県内の雌個体数

の多さを反映した結果とは考えにくい。 
一方で, ニホンジカの雌は, 妊娠・授乳期にお

ける高いエネルギー要求の観点から, 採食効率

の高い環境を繰り返し利用する傾向がある（谷島

ら 2002; 永田 2005）。特に, 明るく林床植生が発

達したスギ幼齢林は, 雌にとって利用価値の高

い生息環境であり, 雌集団による利用頻度が高

いとされている（古林・佐々木 1995）。したがっ

て, 雌に偏った撮影頻度は, 雌による選択的な生

息地利用を反映した結果であると推察される。 
地域別では, 北東部および中部では雌が約5割,

雄が 3～4 割と, 雌に偏った構成を示した。一方, 
南西部では雄が約 5 割, 雌が 3～4 割と雄に偏っ

た構成であり, 南東部では雄雌の撮影頻度は同

程度であった。幼獣の撮影頻度はいずれの地域で

も低かったが, 北東部では比較的高い傾向がみ

られた。 
北東部および中部の撮影頻度は県内では高い

傾向にあるものの, その値は3.60～7.12にとどま

り, 分布拡大の初期段階にあると考えられる。こ

の段階では前述のとおり個体群全体の性比が雌

に偏っている可能性は低いが（出口・村山 2016）, 
定着した雌が幼齢林を集中的に利用することで, 
撮影頻度が雌に偏ったと考えられる。一方, 撮影

頻度が低い南西部では, 定住している雌が極端

に少ないため, 利用頻度の性差に関わらず, 撮影

頻度は低くなったと推察される。 
 

3.4 季節・日周活動性 

撮影頻度上位 5 種の季節および日周活動性の

解析結果について表-4 および図-3 に示した。χ²

検定の結果, ニホンカモシカの日周活動性を除

き, いずれの種においても季節および日周活動

性に明瞭な偏りが認められた。以下では, 各種の

季節および日周活動性の特徴を詳述する。 
 

表-3 二ホンジカの成熟度・性別の撮影頻度 

全体 北東部 南東部 中部 南⻄部
成獣雌 2.49 (51.4%) 3.84 (54.0%) 1.55 (46.9%) 1.86 (51.7%) 0.88 (36.2%)
成獣雄 1.76 (36.3%) 2.24 (31.5%) 1.55 (46.9%) 1.44 (40.0%) 1.24 (51.1%)
幼獣 0.24 (5.0%) 0.47 (6.5%) 0.04 (1.2%) 0.06 (1.7%) 0.15 (6.4%)
不明 0.35 (7.3%) 0.57 (8.0%) 0.16 (4.9%) 0.24 (6.7%) 0.15 (6.4%)
合計 4.84 (100%) 7.12 (100%) 3.30 (100%) 3.60 (100%) 2.42 (100%)

6



 

 

   

図-3 撮影頻度上位5種の季節および日周活動パターン 

色は, 各月・時間帯における撮影頻度の標準化値を示す。破線は日の出, 点線は日の入りの時間帯を示す。 
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3.4.1 二ホンジカ 

ニホンジカ全体では, 夏から秋にかけて撮影

頻度が高く, 冬から春にかけては低い傾向にあ

った（表4, 図-3a）。雌および幼獣では, 7～9月の

夏から秋のはじめに出没が多く, 雄では9～11月

の秋に撮影が集中した（図-3bcd）。先行研究にお

いても, 雌にとって夏季は出産期から育児期に

あたり, 下層植生の栄養価が高くなる時期であ

ることから, 採食効率の高い環境を頻繁に利用

することが報告されている（谷島ら 2002）。スギ

幼齢林では, 植栽後おおむね5年間は下刈りが実

施されるものの, 林内は明るく, 下層植生が比較

的豊富に発達する環境にある。このような環境条

件により, 雌および幼獣が夏に下層植生を効率

的に採食できるため, 撮影頻度が高くなった可

能性が示唆される。一方で, 雄が秋季に多く撮影

された傾向は先行研究とも整合的であり（永田ら 
2020；福田ら 2018）,  秋の繁殖期において, 雌
を探索する行動が活発化したことが影響したと

考えられる。 
日周活動性について, いずれの区分でも, 薄明

薄暮に最も多く出没し, 次いで夜間に多いとい

う共通した傾向がみられた（表-4, 図-3a）。一方で, 
相対的に雄は昼間の割合が高く, 雌は夜間の割

合が高かった（表-4）。繁殖期の雄は, 交尾機会の

獲得や, 競合個体の排除等を目的として昼夜を

問わず広範囲を移動し, 活動性が高まることが

知られており（Mori et al. 2025）, 観察された雄の

活動パターンは, こうした行動特性によって説

明可能である。一方で, 雌は人為攪乱に対する感

受性が雄より高いとされており（Ikeda et al. 2025）, 
植栽地に隣接する道路における車両通行や集落

活動における人間活動との遭遇リスクを回避す

るため, 日中の活動を抑制し, 夜間の活動割合が

高くなった可能性が考えられる。 
 

3.4.2 二ホンカモシカ 

ニホンカモシカは 4 月から 11 月の広範な期間

にかけて撮影された一方で, それ以外の時期で

の撮影頻度が低かった（表-4, 図-3e）。富山県の天

然林の調査では, ニホンカモシカは, 春から秋に

かけて活動していることが示されている（松浦・

中島 2022）。スギ幼齢林においても, 本種の季節

活動性は, 概ね一致していることが示された。 

日周活動性は, 年間を通したデータでは, 有意

な偏りは認められなかった（表-4）。しかし, 月別

にみると, 春から夏にかけては昼夜を問わず活

動する一方で, 秋には薄明薄暮から夜間に活動

が集中する傾向が確認された（図-3e）。Mori et al. 
(2025) において, 夏季は昼夜を問わず活動する

が, 秋季には夜行性へとシフトするとされるこ

種 区分 撮影頻度 (%) P値

春 2.77 (13.47%)
夏 6.12 (29.79%)
秋 8.78 (42.70%)
冬 2.89 (14.04%)
昼 0.57 (11.80%)
夜 1.82 (37.67%)

薄明薄暮 2.44 (50.53%)
春 2.13 (19.92%)
夏 3.41 (31.94%)
秋 3.93 (36.83%)
冬 1.21 (11.31%)
昼 0.23 (9.12%)
夜 1.03 (41.47%)

薄明薄暮 1.23 (49.41%)
春 0.47 (6.45%)
夏 1.39 (19.29%)
秋 4.03 (55.70%)
冬 1.34 (18.56%)
昼 0.22 (12.50%)
夜 0.6 (35.83%)

薄明薄暮 0.91 (51.67%)
春 0.00 (0.00%)
夏 0.81 (70.46%)
秋 0.25 (21.79%)
冬 0.09 (7.75%)
昼 0.04 (15.15%)
夜 0.06 (24.24%)

薄明薄暮 0.15 (60.61%)
春 2.48 (26.67%)
夏 2.75 (29.62%)
秋 3.21 (34.55%)
冬 0.85 (9.15%)
昼 0.62 (28.72%)
夜 0.80 (36.82%)

薄明薄暮 0.75 (34.46%)
春 1.40 (21.25%)
夏 0.31 (4.71%)
秋 0.69 (10.51%)
冬 4.18 (63.53%)
昼 0.01 (0.38%)
夜 1.58 (81.51%)

薄明薄暮 0.35 (18.11%)
春 1.08 (25.59%)
夏 1.08 (25.59%)
秋 1.29 (30.61%)
冬 0.76 (18.05%)
昼 0.17 (16.43%)
夜 0.31 (30.00%)

薄明薄暮 0.55 (53.57%)
春 0.61 (27.95%)
夏 0.27 (12.39%)
秋 0.88 (40.24%)
冬 0.42 (19.41%)
昼 0.4 (73.33%)
夜 0.00 (0.00%)

薄明薄暮 0.15 (26.67%)

ニホンジカ
（全体）

ニホンカモシカ

ニホンノウサギ

ニホンイノシシ

< 0.001

< 0.001

ニホンジカ
（成獣雌）

< 0.001

< 0.001

ニホンジカ
（成獣雄）

< 0.001

< 0.001

ニホンジカ
（幼獣）

< 0.001

0.003

ニホンザル

< 0.001

0.223

< 0.001

< 0.001

0.027

< 0.001

0.002

< 0.001

表-4 撮影頻度上位5種の季節・日周区分毎

のχ²検定の結果 
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とが示されており, その要因として, 繁殖期に攻

撃的となるニホンジカ雄との遭遇回避が指摘さ

れている。本研究においても, ニホンジカ成獣雄

は秋季に日中および薄明薄暮でやや多く撮影さ

れる傾向にあったことから（図-3c）, ニホンカモ

シカはニホンジカ雄に見つかりやすい明るい時

間帯を避けるため, 秋季には夜間の活動割合を

高めていた可能性がある。 
 

3.4.3 二ホンノウサギ 

ニホンノウサギの出現パターンは強い季節依

存性を示し, 全体の6割以上が冬季に集中して撮

影された（表-4, 図-3f）。一般に積雪の多い地域で

は, 冬に造林地でのノウサギ類の出現や植栽木

への被害が増加するとされている（小池 2024）。
これは, 草本植物が不足する冬季に樹木の芽や

枝葉を摂食することや, 積雪条件下での高い代

謝要求を満たすため, 捕食者回避よりも採食を

優先するためであるとされる（Suzuki et al. 2024）。
スギ幼齢林は低木が多く, 冬季でも餌資源が比

較的豊富であり, 加えて富山県は多雪地域であ

ることから, 冬季にニホンノウサギの撮影頻度

が高くなったと考えられる。 
ニホンノウサギは北西部の矢田部において高

い撮影頻度を示したが（図-2）, 同地点ではカメ

ラの稼働期間が 11 月から 4 月と冬季に偏ってい

た（表-1）。したがって, 本種の冬季における高い

撮影頻度は, 矢田部におけるカメラ設置期間の

偏りの影響を受けた可能性がある。しかし, 矢田

部を除いた場合でも冬季の撮影割合は 6 割を超

えていたことから, ニホンノウサギが冬季に高

い出現頻度を示す傾向は富山県のスギ幼齢林全

体に共通するものと考えられる。 
本種の出現傾向は, 季節以上に強い日周依存

性を示し, 全体の約8割が夜間に撮影された（表

-4, 図-3f）。先行研究においても, ニホンノウサギ

は捕食者との遭遇を回避するため夜行性を示す

ことが報告されている（小谷ら 2016; Suzuki et al. 
2024）。本調査でもキツネなどの捕食者が確認さ

れており, これらの捕食者を回避するため, 明瞭

な夜行性を示したと考えられる。 
 

3.4.4 イノシシ 

イノシシは, 春から秋にかけては一定の頻度

で撮影された一方で, 冬には撮影頻度が低下す

る傾向がみられた（表-4, 図-3g）。富山県のスギ造

林地では, イノシシが地面を掘り起こして植物

の根や地下茎を採食することが報告されている

が（松浦 2022）, 冬季の積雪環境では掘り起こし

行動は難しい。したがって, 富山県における冬季

の積雪は掘り起こしによる採食を制限し, 撮影

頻度の低下に寄与したと考えられる。 
本種の撮影頻度は薄明薄暮に最も高く, 夜間

にもやや多い傾向を示した（表-4, 図-3g）。イノシ

シは基本的に昼行性とされるが（仲谷2001）, 人
為攪乱の強い環境では薄明薄暮性や夜行性へシ

フトすることが知られている（千代島ら 2023）。
本研究対象のスギ幼齢林の多くは車道や人家に

近く, 春季の雪起こしや夏季の下刈りなど人為

的攪乱を頻繁に受ける環境である。これらの要因

により, 薄明薄暮および夜間の撮影頻度が高く

なったと考えられる。 
 

3.4.5ニホンザル 

ニホンザルの撮影頻度は春と秋に高く, 夏と

冬に低い傾向を示した（表-4, 図-3h）。春季に撮影

頻度が高かった要因としては, 出産・育児期にあ

たり, 母親を含む群れの採餌活動や移動が活発

化したためと考えられる（農水省 2018）。また, 
秋季には繁殖期に伴う雄の行動圏拡大や冬に向

けた脂肪蓄積に加え, 農作物の収穫期と重なる

ことで移動が増加するため（農水省 2018）, その

経路や休息場所としてスギ幼齢林が利用された

可能性がある。一方で, 夏および冬は高温・低温

といった温度環境や餌資源の制約により行動範

囲を縮小する戦略が取られるため, 撮影頻度が

低下したと考えられる（Hanya et al. 2004）。 
本種の日周活動性は, 大部分が昼間に撮影さ

れる顕著な傾向を示した（表-4, 図-3h）。また, 春
には正午前後に最も多く撮影されたのに対し, 
秋から冬にかけては午後に撮影される傾向がみ

られた（表-4, 図-3h）。先行研究では, 寒冷期には

エネルギー消費を抑えるため, 暖かい午後に活

動を集中させる傾向が報告されており（Hanya et 
al. 2018）, 本研究の結果はこれと一致している。 

 
3.5 加害行動 

ニホンジカによるスギ植栽木に対する加害行

動として, 樹皮剥皮 1 件および何らかの摂食行

動（樹皮剥皮または枝葉食害）2 件が確認され

た。また, スギ以外の立木ではあったが, 雄によ

る角研ぎ行動も観察された。樹皮剥皮は, 南東

部の西種において2022 年12 月7 日2 時台に確

認された（図-4a）。雄が樹高約 2 m のスギの高
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さ約 0.5 m の幹樹皮を採食しており, 採食後に

は剥離した樹皮も確認された。同一調査地点で

は, 2022 年 11 月 28 日 18 時台および 2023 年 5
月 6 日 3 時台に, 樹皮剥皮または枝葉食害と判

断される摂食行動が確認された。いずれも雌が

カメラ枠端のスギに接触した際に樹体が大きく

揺れたことから摂食行動があったと判断された

が, 採食部位がカメラ枠外であったため, 枝葉

採食と樹皮剥皮の判別はできなかった。角研ぎ

行動は, 南西部の小二又において 2023 年 3 月 4
日16時台に確認された（図-4b）。雄がスギの隣

に生育する高さ約 1.5 m の低木（樹種不明の広

葉樹）に対し, 頭部を激しく振りながら角を擦

り付ける様子が撮影された。 
ニホンカモシカによる被害は, 北東部の東城

屋敷および南西部の小二又において枝葉採食と

して確認された。東城屋敷では, 2022年12月21
日12時台に, 積雪上に露出したスギの幹先端部

の葉および枝を採食する様子が確認された（図-
4c）。小二又では, 2023 年 3 月 23 日 16 時台に, 
個体が斜面を登り, 高さ約 7 m のスギの最下部

の枝先端葉を採食する様子が撮影された。 
ニホンノウサギによる被害は, 南西部の川西

において, 2023 年 2 月 22 日 19 時台に 2 個体に

よる枝葉採食として確認された（図-4d）。両個体

は高さ約2 mのスギ下層部の枝先端葉を採食し

た後, 速やかにその場を離れた。 

 
 

3.6 獣害対策と今後の課題 

スギ幼齢林に自動撮影カメラを設置した結果,
撮影頻度はニホンジカ, ニホンカモシカ, ニホン

ノウサギ, イノシシ, ニホンザルの順で高く, 上
位3種では加害行動が確認された。以下では, 本
研究で得られた出現様式の結果に基づき, 被害

対策と今後の課題について考察する。 
ニホンジカは, 全出現種の撮影頻度合計の約

半分を占め, 加害行動も複数回確認されたこと

から, 最も警戒すべき種といえる。現状では撮影

頻度の値は生息密度の高い地域と比べると低い

ものの, 雌や幼獣も一定数定着しており, 今後個

体数が急激に増加する可能性がある。被害として

は, スギに対する樹皮剥皮や枝葉食害に加え, 他
樹種ではあったが角研ぎ行動も観察された。樹皮

剥ぎや角研ぎを防ぐ手段としてツリーシェルタ

ーがあるが, 富山県のような積雪地域では冬季

に破損することから通年での設置は困難である

（古澤・千葉 2024）。本研究では, 夏から秋の薄

明薄暮にニホンジカの出没が多かったため, 積
雪前のこの時期に限定して防護策を講じるのみ

でも, 被害軽減に寄与する可能性がある。しかし, 
樹皮剥ぎや角研ぎは主に冬から初春に撮影され

たことから, 出現頻度の高い時期と被害多発期

にはズレがある可能性がある。したがって, 今後

は樹皮剥ぎや角研ぎの発生時期と被害程度を明

らかにする必要がある。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
図-4.中大型哺乳類

各種による加害行動

の撮影写真 

（a）二ホンジカの樹皮採

食, （b）二ホンジカの角

研ぎ, （c）ニホンカモシ

カの枝葉採食, （d）二ホ

ンノウサギの枝葉採食。 
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ニホンジカによる林業被害の未然防止には, 
個体数調整も有効である。個体数調整とは, 銃や

罠によって捕獲し, 望ましいレベルまで個体数

を制御することである（小池 2024）。効果的な調

整には, 雄よりも個体数増加に寄与する雌を主

体とした捕獲が重要とされる（小池 2024）。本研

究では, ニホンジカの雌は夏季にスギ幼齢林を

頻繁に利用していたことから, この時期の植栽

地周辺に罠を設置することで, 効果的な個体数

調整につながる可能性がある。 
ニホンノウサギの撮影は冬季の夜間に集中し

ており, 被害対策や罠の設置もこの時期に限定

して行うことが効果的である。一方で, 観察され

た被害行動は, １地点において枝葉の先端を数

回かじる程度であり, 被害の深刻度は低いと考

えられる。しかし, 植栽直後の場所では主軸切断

を伴う枝葉食害が報告されており, 初期段階で

の被害はその後の成長に大きく影響する（小池 
2024）。実際に, 植栽後初めての冬の間に笹川で

は植栽木の39.2％，下立滝ノ平では88.5％で，ニ

ホンノウサギによると判断された主軸切断を伴

う枝葉食害が観察されている（相浦 未発表）。本

研究の対象地はカメラ設置開始時でも林齢の平

均値は4年程度であり, 主軸の先端を採食可能な

サイズを超えていたため, 深刻な被害が検出さ

れなかったと考えられる。植栽直後の林分に対し

て, ニホンノウサギの出現様式と食害程度の検

証および，植栽後最初の冬季にはネットをかける

など被害対策の検討をする必要がある。 
ニホンカモシカに関しては枝葉採食が確認さ

れたが, 本種の撮影は季節・時間帯ともに幅が広

く, 特定の時期に限定した防護対策は困難であ

る。また, 国の天然記念物に指定されているため, 
捕獲による個体数調整も現実的ではない。一方で, 
本種は樹皮剥皮を行わないことから被害は枝葉

採食に限られ, 深刻な影響を及ぼす可能性は低

いとされている（小池 2024）。さらに近年におい

て, ニホンジカの増加に伴い, 生息数が縮小する

可能性も指摘されており（Takada and Nakamura 
2023; Takada 2025）, 林業被害リスクは相対的に

低いと考えられる。 
その他の種では, 明確な加害行動は確認され

なかったが, イノシシによる掘り起こしや踏み

荒らしを通じて, スギの生育に負の影響を与え

る可能性はある（松浦 2022）。また, 本研究では

県東部の調査地点が多く, 西部の林分における

検証は十分とはいえない。今後は県内全域を対象

として, 効果的な対策の検討を行うために, 獣害

リスクをより客観的に評価することが求められ

る。 
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Summary 
    To clarify the species composition, activity patterns, and herbivorous behaviors of medium- and large-sized 

mammals in young Japanese cedar (Cryptomeria japonica) plantations, we conducted camera-trap surveys at 19 sites 
across Toyama Prefecture, central Japan. Capture frequency was highest for the Japanese sika deer (Cervus nippon), 
which accounted for approximately half of all recorded images. This was followed, in descending order, by the 
Japanese serow (Capricornis crispus), Japanese hare (Lepus brachyurus), wild boar (Sus scrofa), and Japanese 
macaque (Macaca fuscata). These five species comprised more than 95% of all captures. Species composition 
differed greatly among regions. In the eastern and central parts of the prefecture, sika deer accounted for around half 
of all records. In contrast, in the western part, the relative contribution of sika deer was lower, and Japanese hares 
were recorded more frequently. Seasonal and diel activity patterns varied among species. Sika deer were most 
frequently recorded during crepuscular periods from summer to autumn. Japanese hares were mainly recorded at 
night in winter. Wild boars were frequently recorded during crepuscular periods from spring to autumn. Japanese 
macaques were most frequently recorded during daytime in spring and summer. Japanese serows were frequently 
recorded from spring to autumn, but no distinct diel activity pattern was detected for this species. Some damage to 
cedar stands was observed, including bark stripping by sika deer and foliage browsing by Japanese serows and 
Japanese hares. These findings provide a basis for developing effective management strategies to reduce forestry 
damage through appropriate stand protection and mammal population control. 

Key words: camera trapping, cedar damage , diel activity, medium- and large-sized mammals, seasonal pattern 
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